
                                          

真

言

 

発

 

行

 
 

宗

教

法

人

真

言

宗

豊

山

派

 

医

王

山

興

福

寺

大

楽

院

 

 

名

誉

住

職

 
 

酒

 

主

 

明

 

寛

 

住

 
 

職

 
 

酒

 

主

 

秀

 

寛 

医

王

山

興

福

寺

大

楽

院

 

役

員

 

 

代

表

役

員

 
 

 
 

 

酒

主

 

秀

寛

 

 

責

任

役

員

 
 

 
 

 

草

野

 
 

孝

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

芦

口

 

一

美

 

総

 
 

代

 
 

 
 

 

高

野

 

孝

明

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

勝

康

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

芳

男

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

箱

崎

 
 

豊

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

松

 

イ

ク

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

会

沢

 

節

夫

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

正

久

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

好

男

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 

公

雄

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

高

野

 

繁

男

 

代

表

世

話

人

 
 

 
 

新

妻

 

久

彌

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

橋

本

 
 

明

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 
 

仁

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 

武

夫

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

松

 

岳

生

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 
 

久

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

野

 

治

久

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴

木

 

恒

男

 

世

話

人

 
 

 
 

 
 

渡

部

 

千

秋

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

根

本

 

正

勝

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 
 

甫

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

新

妻

 
 

孝

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

吉

田

 

紀

夫

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

芳

樹

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

樋

口

 

陽

興

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

新

妻

 

則

彦

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

幸

生

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

雄

男

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

義

栄

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

小

松

 

信

夫

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

関

谷

 

宗

久

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

一

信

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

草

野

 

和

治

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

猪

狩

 

三

男

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

久

保

田

 

明

 

 

同

 
 

 
 

 
 

 
 

渡

辺

 

良

平

 

 

信

徒

総

代

 
 

 
 

 

松

本

 

公

一 

大楽院機関紙 真言 平成２６年５月１日 臨時 NO.７ 

ご

宝

号    

「「「「

南

無

大

師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

遍

照

金

剛

」」」」

 

を

お

唱

え

し

ま

し

ょ

う

。 

雨

引

山

楽

法

寺

雨

引

山

楽

法

寺

雨

引

山

楽

法

寺

雨

引

山

楽

法

寺

に

て

に

て

に

て

に

て

元

朝

護

摩

祈

願

元

朝

護

摩

祈

願

元

朝

護

摩

祈

願

元

朝

護

摩

祈

願    

一

月

一

日

、

茨

城

県

桜

川

市

楽

法

寺

に

て

お

い

て

執

行

さ

れ

た

元

朝

護

摩

祈

祷

会

に

て

、

檀

信

徒

様

全

て

の

ご

祈

願

を

し

て

参

り

ま

し

た

。

 

午

前

九

時

の

護

摩

祈

祷

会

に

て

、

先

に

ご

依

頼

を

受

け

て

い

た

護

摩

札

の

祈

祷

に

併

せ

、

当

山

全

て

の

ご

祈

願

が

書

か

れ

た

護

摩

木

が

護

摩

壇

の

赤

々

と

し

た

灯

火

の

火

中

に

投

木

さ

れ

、

ご

真

言

と

と

も

に

懇

ろ

に

ご

祈

願

さ

れ

ま

し

た

。 

皆

様

の

所

願

が

成

就

さ

れ

ま

す

こ

と

を

ご

祈

念

い

た

し

ま

す

。 

 

震

災

震

災

震

災

震

災

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

三

年

三

年

三

年

三

年    

三

月

で

、

震

災

か

ら

三

年

を

迎

え

ま

し

た

。

地

震

・

津

波

被

害

で

の

避

難

所

生

活

か

ら

、

ま

さ

か

の

原

子

力

災

害

で

の

避

難

生

活

。

三

年

と

い

う

の

は

あ

る

意

味

人

間

の

我

慢

で

き

る

時

間

の

限

界

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。 真

言

宗

豊

山

派

福

島

第

二

号

宗

務

支

所

下

二

一

寺

の

う

ち

今

な

お

十

三

寺

が

避

難

生

活

を

お

く

っ

て

お

り

ま

す

。

我

々

が

頑

張

る

こ

と

が

、

未

だ

帰

還

が

見

え

づ

ら

い

方

た

ち

の

勇

気

と

な

る

こ

と

で

し

ょ

う

。 

早

朝

、

境

内

の

掃

除

を

し

に

大

楽

院

に

行

き

ま

し

た

。

抜

け

る

よ

う

な

青

空

の

も

と

に

、

し

っ

か

り

と

お

大

師

様

が

お

迎

え

し

て

く

れ

ま

し

た

。 

 

春

彼

岸

春

彼

岸

春

彼

岸

春

彼

岸

にににに

多多多多

く

の

お

く

の

お

く

の

お

く

の

お

墓

参

墓

参

墓

参

墓

参

りりりり 

 

春

の

お

彼

岸

。

早

朝

か

ら

多

く

の

お

墓

参

り

が

あ

り

ま

し

た

。

お

墓

で

ご

先

祖

さ

ま

に

華

を

手

向

け

、

香

を

供

え

、

近

況

を

報

告

す

る

。 避

難

先

か

ら

の

来

山

の

た

め

、

ど

う

し

て

も

昼

近

く

に

な

っ

て

し

ま

う

。

「

朝

早

く

お

参

り

し

た

の

に

ご

先

祖

さ

ま

に

申

し

訳

な

い

と

」

語

る

方

も

お

り

ま

し

た

。 

 



 

あ

の

大

震

災

よ

り

、

三

年

が

経

過

し

ま

し

た

。 

町

で

は

、

イ

ン

フ

ラ

復

旧

ほ

ぼ

完

了

し

、

帰

還

の

準

備

が

整

い

つ

つ

あ

り

ま

す

。 

当

山

の

除

染

も

ひ

と

と

お

り

完

了

し

ま

し

た

が

、

西

側

竹

薮

等

線

量

が

一

時

的

に

高

い

と

こ

ろ

が

あ

る

の

も

事

実

で

す

。 

草

木

の

生

い

茂

る

時

期

と

な

り

ま

し

た

。

お

寺

に

居

住

し

て

い

な

い

た

め

境

内

の

環

境

整

備

も

ま

ま

な

ら

な

い

状

況

で

す

が

、

で

き

る

限

り

美

化

に

は

努

め

た

い

と

思

い

ま

す

。 

不

行

き

届

き

の

点

、

多

々

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

つ

と

に

ご

指

導

い

た

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

今

春

に

は

町

長

が

帰

町

の

時

期

を

判

断

す

る

こ

と

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。 

明

る

い

未

来

は

も

う

す

ぐ

そ

こ

ま

で

来

て

い

ま

す

。 

皆

様

ど

う

か

お

体

を

大

切

に

、

一

日

一

日

を

大

切

に

頑

張

っ

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合

 

掌

（

秀

 

寛

） 

真言宗豊山派医王山興福寺大楽院真言宗豊山派医王山興福寺大楽院真言宗豊山派医王山興福寺大楽院真言宗豊山派医王山興福寺大楽院 

法務等のご相談は、下記までお願いいたします。 

 

酒主 明寛  

〒970-8044  福島県いわき市中央台飯野２丁目６番地４ 

            （真言宗豊山派大楽院別院） 

電話 ０２４６－２８－３５６０ 

０９０－１４９５－７９５７ 

酒主 秀寛 

〒319-1715 茨城県北茨城市関南町神岡下３５９－８ 

シティーハイツ北浜田２０３ 

電話 ０９０－３７５３－３６３４ 

ホームページ http://dairakuin.net 

e-mail       info@dairakuin.net 

郵便振替     02220-2-92530  宗教法人大楽院 

平

成

二

十

平

成

二

十

平

成

二

十

平

成

二

十

六六六六

年

度

年

回

表

年

度

年

回

表

年

度

年

回

表

年

度

年

回

表 

 

一

周

忌

 
 

 
 

平

成

二

十

五

年

 

三

回

忌

 
 

 
 

平

成

二

十

四

年

 

七

回

忌

 
 

 
 

平

成

二

十

年

 

十

三

回

忌

 
 

 

平

成

十

四

年

 

十

七

回

忌

 
 

 

平

成

十

年

 

二

十

三

回

忌

 
 

平

成

四

年

 

二

十

七

回

忌

 
 

昭

和

六

十

三

年

 

三

十

三

回

忌

 
 

昭

和

五

十

七

年

 

三

十

七

回

忌

 
 

昭

和

五

十

三

年

 

四

十

三

回

忌

 
 

昭

和

四

十

七

年

 

四

十

七

回

忌

 
 

昭

和

四

十

三

年

 

五

十

回

忌

 
 

 

昭

和

四

十

年

 

百

回

忌

 
 

 
 

大

正

四

年

 

 

回

忌

供

養

は

毎

年

行

う

の

が

本

義

で

す

。

こ

こ

に

は

代

表

的

な

年

回

を

掲

載

し

ま

し

た

。

ま

た

、

毎

月

の

命

日

に

お

参

り

す

る

月

参

り

を

行

え

ば

一

層

ご

供

養

が

深

ま

る

こ

と

で

し

ょ

う

。 

大楽院がお借りして、お骨を預かっていただいておりま 

した寺院は下記のとおりです。今後ともお世話になります。 

真言宗豊山派 実相寺 住職 青木教寛 

〒３７４－０１３２ 群馬県邑楽郡板倉町板倉甲１６７８ 

電話 ０２７６－８２－０５６０ 

※東北自動車道館林ＩＣより東へ約５分 

大

施

餓

鬼

会

大

施

餓

鬼

会

大

施

餓

鬼

会

大

施

餓

鬼

会

・

お

・

お

・

お

・

お

盆盆盆盆

の

お

の

お

の

お

の

お

塔

婆

塔

婆

塔

婆

塔

婆

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て

に

つ

い

て 

 
本

年

度

の

施

餓

鬼

会

に

つ

き

ま

し

て

は

、

自

坊

で

の

執

行

は

難

し

い

こ

と

か

ら

、

８

月

３

日

い

わ

き

市

の

葬

祭

場

に

て

行

う

こ

と

と

し

、

会

場

の

関

係

か

ら

新

盆

の

檀

信

徒

様

、

総

代

、

寺

族

の

み

で

行

う

こ

と

と

し

ま

す

。

（

関

係

す

る

方

に

は

、

別

途

通

知

い

た

し

ま

す

。

） 

ま

た

、

本

年

度

の

お

施

餓

鬼

の

塔

婆

に

つ

い

て

は

、

６

月

３

０

日

ま

で

に

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。 

お

塔

婆

の

受

け

渡

し

に

つ

い

て

は

、

８

月

９

日

（

土

）

及

び

８

月

１

３

日

（

水

）

の

み

「

大

楽

院

本

堂

（

楢

葉

町

）

」

に

て

行

い

ま

す

。

そ

れ

以

前

は

、

「

大

楽

院

別

院

（

い

わ

き

市

）

」

に

て

行

い

ま

す

。 

自

坊

で

の

お

施

餓

鬼

が

で

き

る

よ

う

に

な

る

ま

で

、

ご

迷

惑

を

お

か

け

い

た

し

ま

す

が

、

ご

理

解

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

おおおお

墓

参

墓

参

墓

参

墓

参

りりりり

時時時時

の

お

の

お

の

お

の

お

水水水水

に

つ

に

つ

に

つ

に

つ

い

て

い

て

い

て

い

て    

 

お

彼

岸

、

お

盆

時

等

寺

族

が

い

る

際

に

は

、

手

水

場

を

開

放

し

て

お

り

ま

す

が

、

そ

れ

以

外

は

、

事

故

防

止

の

た

め

水

道

を

お

止

め

し

て

お

り

ま

す

。

今

般

、

お

墓

参

り

用

の

お

水

の

入

っ

た

ポ

リ

タ

ン

ク

を

ご

用

意

し

ま

し

た

の

で

、

お

墓

参

り

に

時

に

ご

活

用

願

い

ま

す

。

皆

様

に

は

、

ご

不

便

お

か

け

い

た

し

ま

す

が

、

何

卒

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

 

新

総

代

新

総

代

新

総

代

新

総

代

にににに

草

野

公

雄

草

野

公

雄

草

野

公

雄

草

野

公

雄

・・・・

高

野

繁

男

両

氏

高

野

繁

男

両

氏

高

野

繁

男

両

氏

高

野

繁

男

両

氏    

 

三

月

二

十

五

日

に

移

動

総

代

会

が

開

催

さ

れ

、

井

出

字

前

沢

の

草

野

公

雄

氏

、

井

出

西

原

の

高

野

繁

男

氏

が

満

場

一

致

で

新

総

代

に

推

挙

さ

れ

た

。

 

両

氏

の

ま

す

ま

す

の

ご

活

躍

を

期

待

い

た

し

ま

す

。

尚

、

席

上

両

氏

に

住

職

よ

り

任

命

書

が

授

与

さ

れ

た

。

 

ま

た

、

総

代

 
 

片

山

一

吉

氏

、

松

永

光

久

両

氏

が

総

代

顧

問

へ

就

任

し

た

。

長

年

に

わ

た

る

当

山

へ

の

ご

協

力

た

い

へ

ん

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

    
寄

進

寄

進

寄

進

寄

進

    

一一一一

．

両

界

曼

荼

羅

    

結

城

 

定

一

殿

 

  
 

当

山

別

院

へ

お

飾

り

い

た

し

ま

し

た

。

 

ま

こ

と

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

  
 

一

．

水

子

地

蔵

尊

頭

巾

 

 
 

 
 

 
 

 
 

山

形

 

美

雄

殿

 

 

水

子

地

蔵

尊

に

早

速

被

せ

ま

し

た

。

古

く

な

り

し

た

ら

時

期

を

見

て

新

し

い

も

の

に

被

せ

な

お

す

こ

と

と

い

た

し

ま

す

。

ま

こ

と

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

総

本

山

長

谷

寺

総

本

山

長

谷

寺

総

本

山

長

谷

寺

総

本

山

長

谷

寺

・・・・

高

野

山

参

拝

高

野

山

参

拝

高

野

山

参

拝

高

野

山

参

拝

    

    

来

る

五

月

二

十

一

日

か

ら

二

十

三

日

、

総

本

山

長

谷

寺

及

び

高

野

山

参

拝

へ

行

っ

て

参

り

ま

す

。

参

加

者

は

先

に

募

集

し

た

結

果

二

十

数

名

と

な

り

ま

し

た

。

ご

本

尊

十

一

面

観

世

音

菩

薩

さ

ま

に

ご

先

祖

様

の

ご

供

養

を

行

う

の

と

併

せ

、

檀

信

徒

様

の

ご

健

勝

、

一

日

も

早

い

ふ

る

さ

と

へ

の

帰

還

・

復

旧

及

び

復

興

を

ご

祈

念

し

て

参

り

ま

す

。 

付

属

墓

地

付

属

墓

地

付

属

墓

地

付

属

墓

地

をををを

無

料

開

放

無

料

開

放

無

料

開

放

無

料

開

放

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す

い

た

し

ま

す    

 

檀

家

様

、

檀

家

以

外

の

方

で

墓

地

に

お

困

り

の

方

は

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

付

属

墓

地

に

つ

き

ま

し

て

は

無

料

で

開

放

い

た

し

ま

す

。

区

画

等

に

つ

き

ま

し

て

は

寺

族

に

お

問

い

合

わ

せ

願

い

ま

す

。 


